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宏
日
程
一
栞
ま
ろ

大
臣
亜
帯
上
の
柱
屁
社
重
春
桑

格
下
繊
大
阪
市
長

て
「
大
阪

一
民
投
票
が
５
月
的
日
殻
間
啄
さ

維
新
の
会
」
が
進
め
て
き
た
‐
一
ネ
．
臣
対
か
約
′
万
奮
上
回
ソ

大
語

ｔ
縫
止
し
５
つ
の
特
別
一大
阪
市
虐
上
生
ほ
否
攻
さ
れ
‐

口
に
分
割
す
３
「ヽ

妥
斑
橋
薄
一精
Ｔ
市
長
は
「
任
朝
し、
う
ぱ
い

」
①
着
石
む
門
つ
大
販
市
の
た

一
て
政
界
引
ｉ
」
望
灌
明
し
事
し

7'3/_

籍
誠
Ｌ

（雄黎」“』」

た私 、ひふt― でヽす。TR馬 足首|

む
会
、
Ｅ
訃
ξ
、
歯
科
辰
靡
会
、一　
大
鰊
市
は
ス

『
艶
暮
ｉ
法
反
対
」の
晃

Ｒ騨
可
鷺
滉
靭
堕
挿
犠
梅
帥「
腱
型
隷
鷲
臓
膊
“誠
＝

た
。

「
大

西
市
ｔ

っ
ぶ
し
て
は

一
華

．剤
節
含
像

で
き

ま
ざ
ま
た
声

一
体
し
て
戦
争
す
３

□

に
し
て

い

毎
ら
ち
引
」
の
′
点
で
、
自
屁
．一屏
呻
終
や
「
よ
く
す
ｇ
会
」
な

一
ろ
ビ
訴
え
ま
し
た
。

姶
明

、
民
主

ヒ
峡
た

の
各

政
党

一
で
の
Ｆ
キ
一口
倅
に
よ
う

「
ホ

島

一　

審
〕
う
マ
書

て
眉

名
ｔ
し
て
く

が
共
闘
）
、
地
域
報
製
会
ャ
わ

一夫
同
」
づ
縫
新
に
鮮
利
。　
　
　
一
本
３
０
は
高
齢
き
で
す
。
い
う

地
区
を
め
会
デ
「
戦
争
立
去
反
一
し
た
。
私
は
、
Ｒ
イ
ク
で
告
継
一縛
ｏ
あ
か
ら
主
ぢ
止
ま
３
人
は

村

」
の
署
名
官
一伝
Ｆ
動

に
取
り

一
政
権
か
ミ
久
ま

で
（
島
暑

に
対

一
あ
り
ま

せ
た
。
′
時
間

で
居

名

鯉
み
、
辞

い
い
お
ｔ
市
知
き
一す
５
政
府
見
解
冬
大
き
ヽ
踏
け
一
は
″
寧
で
した
´

回
戦
争
去
彙
で
可
能
に
な
ろ
一は
ど
な
。

々
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ダ
争
工
製
ほ
ぶ
講
師
春
蔵
講
座

５
月
陽
日
（
月
）
ｆ
承
育
会

館
で
「
戦
争
主
素
に
反
対
す
る

和
歌
山
憚
来
曰
関
争
本
部
」
（

県
■
群

革
新
紺
，
中
繰
県
爵

会
塁
■
９
茶
い
会
）
０
「戦
争

琺
制
」
ｔ
ま
行
ぶ
註
節
奄
堅
議

庵
に
，
な
巧
界
ぢ
写
、
中
村
あ

ヤ
を
虜
静
て
ヽ

ひ
め
な
も
参

加
し
ま
し
た
。

講
師
は

由
良
が
精
待
拒″士

で
す
。
「
寿
外
で
戦
争
さ
す
３

た
あ
①
墳
牢
セ
阻
上
す
３
た
め

に
」
し
薄

し
た
轟
義
は
、
①
戦

後
最

た
の
憲

立
ｑ
果
の
ん
梃
′

層
実
的
斬
換
点

に
立

っ
て
い
ろ

′
②

艶
去
ｑ
象

・
詢
文
の
非
武

叢

嘔
欠
平
和
主
義

，
Ｏ

Ｆ
量

生

繰
峰

去
案

し
の
ん
険
ち
内
容

、

④

い
つ
て
も

、
て
こ
で
ｔ
戦
争

で
き

う
ロ
プ
＜
り
は
回
時
に
村

ｔ

ｔ
た

ら

す

の
か
バ
０

「
ｑ
祭

が

れ
た
ち

な

守

ヽ
マ

い
３

ヽ
な

か
ら

れ
た
ち

は
９
径

を

申

３

」

ビ

い
う

レ

ン

ユ
メ

に
お

ぅ
て

‐

荻
年
、一
鷲
羨
、
政
府
の
「
平
励

ウ
全
琺
制
し
の
概
暑
ｔ
昔
料
に

誌
さ
し
て
く
顔
ま
し
た
。

歴
ご
の
政
府
か
忠

斗
撃
重
反

す
３
て
し
て
集
団
的
自
衛
権
倉

な
か
で
き
た

い
と
し
て
き
た
ｔ

の
ｔ
宿
艦
政
権
は

、
昨
年
７
月

の
印
議
集
た

で

「
で
き
３
」
と

し
ま

し
た
。
今
回
の
財
則
化
に

ょ
り
、
政
府
の
判
断

で
ポ
ユ
ｒ

ん
じ
て
チ
ャ
シ
ス
ルを
切
り
替

え
な
プ
ら

、
切
み
目

の
た

い
体

制
で
学
争
す
３
国

づ
く
り
↑
し

て

い
く
て

甲
２

」
と
て

し
た
。

〓
Ａ

日
本
共
産

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
幕
回
ｔ

米
寿
夫
隊
所
属
の
垂
直
灘

着
嗜
縫
Ｍ
ソ
２２
オ
ス
プ
じ
イ

が
り
月
月
日
，
米
（
ワ
イ
川

オ
ア
フ
島
の
ベ
ロ
ー
で
空
軍

基
瑠
Ｋ
∫
琶
設
七
起
一し
、

粂
ぅ
ス
レ‐
た
テ
藤
漠
／
人

が
死
亡
、
創
人
が
つ
場
）
赤
唸

に
総
壼
き
ネ
ま
し
た
。

車
救
機
は
坤
工
県
宜
野
瘤
市

の
米
寿
兵
隊
並
ａ
天
間
蕃
史
に
配

林
さ
水
て
い
３
４
糖

て
思
型

で

す

。
オ
ス
プ
レ
イ
は
不
告
定
な

機
林
構
造

の
た
め

，
約
く
の
奎

大
事
故
さ
引
き
た
一」し
て
き
ま

し
た

。
棄
燿
員
①
屁
ｔ
は
ミ
ネ

で
繁
計

の
人

に
重
し
ま
し
た
″

日
米

画
政
府
は
普

天
閣
基
一地

に
加
え
、
占
奪
〔
の
来
燿
雷
霧
け

田
碁
地
に
Ｃ
ゾ
２２
ｔ
”
年
以

降
Ю
機
暉
痛
す
３
計
画
と
群

尭
し
た
ば
が
り
．
ャ
」ヽ
つ
に
■

年
度
以
降
、
在
菫
黛
を
に
も

膵
一上
自
衛
Й
オ
ス
プ
し
イ
阿

穫
ｔ
磐
痛
す
５
計
画
で
す
。

日
本
書
磨
党
却
議
団
ヽ
Ｅ

市
野
村
議

，９
団
は
・
方
僣
、

外
務
両
右
に
醍
備
教
回
ｔ
ギ

が
３
ざ
つヽ凸
Ｌ
入
れ
ま
し
た
。

霧
争
主
Ｆ
考
・ス３
っな
ぃ
６。

５
月
鉤
曰
↑
０
年
後
２
時
≧

『

ウ
箭
セ

，ヽ
―
（チ
平
生
お
相
謎
し
Ｌ

爾原
水
爆
禁
上
国
民
平
和
九
行
進

‐ふ
昌
。
長
時
ｏ
瀧
遅
か
弓
”

年
目
の
屍
を
迎
え
ょ
ぅ
と
し
て

い
ま
す
。
今
年
ｔ
平
和
行
進
の

葦
率
が
き
ま
し
た
。
す
べ
て
の

人
が
吉
安
）合
わ
せ
．
該
兵
器
全

面
替
士
と
政
府
‘
世
界
に
呼
ぴ

か
け
ま
し
ォ
フ
．

「
戦
争
す
る
ロ
ザ
イ
リ
」
「

集
目
的
自
衛
権
行
だ
」
ｔ
許
さ

ず
、
毒
斗
ｑ
衆
ｔ
な
か
し
■
非

核
３
原
則
」
と
申
ら
せ
二
斐
核

平
和
日
本
ｔ
実
理
す
３
た
め
Ｌ

Ｉ
歩
で
ｔ
２
歩
で
ｔ
、
お
ネ
ｔ

げ
い
つ
で
も
加
わ
れ
３
平
和
行

進
ｔ
成
「
さ
せ
ま
し
ヶ
２

暇総鵠〕


